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小城市人事行政の運営等の状況の公表
（19 年度公表版）について

小城市人事行政の運営等の状況の公表
（19 年度公表版）について

　地方公務員法第５８条の２の規定により人事行政の運営等における公正性、透明性を高めるため、小城市人事行政の運営等
の状況の公表に関する条例（平成１７年小城市条例第１９２号）に基づき、職員の任用、給与、勤務条件その他の状況について、
前年度の概要を公表します。
　詳しくは、市ホームページ（http://www.city.ogi.lg.jp/）に掲載していますのでご覧ください。

【問合せ】　総務課　人事･給与係（牛津庁舎）　担当　於保・高塚　緯６３－８８００

１．職員の任免及び職員数に関する状況

③定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要（各年４月１日現在）
（参考）
数値目標

１７年～２２年
計

２２年
５年目

２１年
４年目

２０年
３年目

１９年
２年目

１８年
１年目

１７年
計画始期

区分
部門

２５８人―２７６人２８０人２９０人職員数一般行政 △　３２人△　１４人（４３．８％）△　４人△　１０人増　減
９３人―９４人９８人９５人職員数教　育 △　２人△　１人（５０．０％）△　４人３人増　減
９２人―１０２人１００人１０１人職員数公営企業等

会　計 △　９人１人（△１１．１％）２人△　１人増　減
４４３人―４７２人４７８人４８６人職員数計 △　４３人△　１４人（３２．６％）△　６人△　８人増　減

（注）１　計画期間は、１７年から２２年の５年間です。
　　　２　平成２２年４月１日現在における定員管理の数値目標は４４３人で純減数は４３人（純減率８．８％）です。
　　　３　（　％）内の数値は、数値目標に対する進捗率を示します。
　　　４　増減は、各年の欄にあっては対前年比の職員増減数を、計の欄にあっては計画１年目以降現年までの職員増減数の累計を示す
　　　　　ものです。

（２）職員数の状況

（１）職員の任免の状況（１８年度）

①部門別職員数の状況（各年４月１日現在）
＜参考＞人口１，０００
人当たり職員数

対前年
増減数

職員数区分
部門 平成１９年平成１８年

０人５人５人議　　会

一
般
行
政
部
門

普
通
会
計
部
門

△　２人８４人８６人総　　務
０人２２人２２人税　　務

△　２人８１人８３人民　　生
１人２７人２６人衛　　生

△　１人３３人３４人農林水産
０人７人７人商　　工
０人１７人１７人土　　木

５．８８人
類似団体　８．０１人△　４人２７６人２８０人計

△　４人９４人９８人教育部門
７．８９人

類似団体　１０．５１人△　８人３７０人３７８人小計

１人７２人７１人病　　院
会
計
部
門

公
営
企
業
等

０人６人６人水　　道
１人１３人１２人下 水 道
０人１１人１１人そ の 他
２人１０２人１００人小計

１０．０６人△　６人　
〔△１３人〕

４７２人
〔４７７人〕

４７８人
〔４９０人〕合計

（注）１　職員数は、一般職に属する職員数（教育長を含む。）
　　　　　です。
　　　２　合計欄の〔　〕内は、条例定数の合計です。
　　　３　公営企業等会計部門の「その他」は、国民健康保険
　　　　　事業及び介護保険事業に係るものです。
　　　４　類似団体は、参考値として平成１８年のものを記載
　　　　　しています。

　②年齢別職員構成の状況（平成１９年４月１日現在）
５年前の
構成比構成比職員数区分

０．０％０．０％０人２０歳未満
３．２％１．７％８人２０歳～２３歳
９．２％７．６％３６人２４歳～２７歳
１３．６％１１．７％５５人２８歳～３１歳
９．２％１０．４％４９人３２歳～３５歳
１１．６％１１．７％５５人３６歳～３９歳
１０．２％１１．７％５５人４０歳～４３歳
１１．４％１１．０％５２人４４歳～４７歳
１１．４％１０．６％５０人４８歳～５１歳
１４．０％１０．８％５１人５２歳～５５歳
５．６％１２．７％６０人５６歳～５９歳
０．８％０．２％１人６０歳以上
１００％１００％４７２人計

幼稚園教諭給食調理員保育士看護師助産師保健師医師一般事務合計区分
２人１人１人３人２人９人採用者数

２人２人２人３人６人１５人退職者数

２． 職員の給与の状況
（１）総括
①人件費の状況（普通会計決算見込み）

（参考）
１７年度の人件費率

人件費率
Ｂ／Ａ　

人件費
Ｂ　実質収支歳出額

Ａ　
住民基本台帳人口
（１８年度末）区分

２３．９％２２．０％３，５２５，３６４千円４３９，５７０千円１６，０４６，６７７千円４６，９１５人１８年度
（注）　人件費には、特別職（市長、市議会議員、区長等）に支給される給料、報酬等を含みます。

②職員給与費の状況（普通会計決算見込み）
１人当たり給与費

Ｂ／Ａ　
給与費職員数

Ａ　区分 　　　計　　Ｂ期末・勤勉手当職員手当給料
５，８１９千円２，２１７，２２９千円５７８，７７０千円１７８，５５４千円１，４５９，９０５千円３８１人１８年度

（注）１　職員手当には退職手当を含みません。
　　　２　職員数は、平成１８年４月１日現在の人数です。
　　　３　（参考）類似団体平均１人当たり給与費は、参考値として１７年度のものを記載しています。

（参考）類似団体平均
１人当たり給与費

６，２２５千円

（注）採用者数は、平成１８年４月２日から平成１９年４月１日までの集計です。
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③特記事項
　１　小城市は、平成１７年３月１日に旧小城郡４町（小城町、三日月町、牛津町及び芦刈町）が合併して発足した団体です。
　２　小城市の類似団体区分･類型（平成１８年４月１日現在）は、一般市･Ｉ－１（類型別構成団体数９３団体）です。

（注）１　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の地
　　　　　方公務員の給与水準を示す指数です。
　　　２　類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラス
　　　　　パイレス指数を単純平均したものです。
　　　３　市町村合併により、小城市に係る平成１３年の指数はありません。

（２）職員の平均給与月額、初任給等の状況
①職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成１９年４月１日現在）

平均給与月額（国ベース）平均給与月額平均給料月額平均年齢区分
３５０，２８２円３８８，８０３円３２７，２１０円４２．５歳小城市

一般行政職 ３８１，５７９円４２７，４４５円３５７，３９７円４３．３歳佐賀県
（参考）
平成１８年 ３８１，２１２円―３２８，４７７円４０．４歳国

３６６，９４４円３８５，９０１円３３８，１１８円４３．２歳類似団体
３０１，７７７円３１１，１７５円２９２，７８１円４４．９歳小城市

技能労務職 ３５６，７２３円３８３，１２０円３４１，０１７円４８．０歳佐賀県
（参考）
平成１８年 ３１８，５９５円―２８６，５００円４８．４歳国

３２７，３５３円３３５，８２１円３１１，５８８円４７．０歳類似団体
（注）１　「平均給料月額」とは、平成１９年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。
　　　２　「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などのすべての諸手当の
　　　　　額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです。
　　　　　また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特殊勤務手当等の手当が含まれて
　　　　　いないことから、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したものです。
　　　３　（参考）の佐賀県、国及び類似団体は、参考値として平成１８年のものを記載しています。

②職員の初任給及び経験年数別･学歴別平均給料月額の状況（平成１９年４月１日現在）
経験年数別・学歴別平均給料月額初任給　区分 経験年数２０年経験年数１５年経験年数１０年国小城市

３４８，９７１円２８７，２１１円２４７，２１１円１７０，２００円１５９，７００円大学卒一般行政職 ３０３，０７１円２６３，１６０円２０７，８５０円１３８，４００円１３８，４００円高校卒
２７７，８００円２４１，８６０円――１３５，６００円高校卒技能労務職 ――――１２３，９００円中学卒

（注）経験年数別・学歴別平均給料月額
については、職員数が少ない職種
の階層は、近似の階層で集計し、
近似の階層にも職員がいないもの
は省略しています。

（３）一般行政職の級別職員数の状況（平成１９年４月１日現在）
（注）１　小城市の給与条例に基づく給料

表の級区分による職員数です。
　　　２　標準的な職務内容とは、それぞ

れの級に該当する代表的な職務
です。

　　　３　平成１８年に９級制から７級制に
変更しています。

９級８級７級６級５級４級３級２級１級区分

部長課長、
参事

課長、
副課長、主幹

副課長、
係長、主査

係長、
主査主事主事標準的な

職務内容
７人２６人２６人７６人６４人３４人２９人職員数
２．７％９．９％９．９％２９．０％２４．４％１３．０％１１．１％構成比
２．３％８．７％１０．６％２１．５％３０．９％９．８％１６．２％１年前

１．９％９．３％１０．０％１９．３％１９．３％１３．７％１０．４％１４．４％１．９％２年前

（４）職員の手当の状況
①期末手当･勤勉手当

佐賀県国小城市区分
１，８０５千円―１，５２５千円１人当たり平均支給額（１８年度）
同じ同じ３．００月分期末手当１８年度支給割合 同じ同じ１．４５月分勤勉手当

５～２０％５～２０％５～１５％役職加算加算措置の状況
（職制上の段階、
職務の級等による
加算措置） １０％１０～２５％なし管理職加算

（注）佐賀県に係る「１人当たり平均支給額」は、参考値として１７
年度のものを記載しています。

②退職手当（平成１９年４月１日現在）

国小城市区分 勧奨・定年自己都合

同じ

　３０．５５月分　２３．５０月分勤続２０年

支給割合 　４１．３４月分　３３．５０月分勤続２５年
　５９．２８月分　４７．５０月分勤続３５年
　５９．２８月分　５９．２８月分最高限度額

同じ定年前早期退職特例措置
（２～２０％加算）その他の加算措置

同じなし退職時特別昇給
―２５，９７１千円６，０１３千円１人当たり平均支給額

③特殊勤務手当（平成１９年４月１日現在）
４６，８４０千円支給実績（１８年度決算見込み）

５３８，３９１円支給職員１人当たり平均支給年額
（１８年度決算見込み）

１８．５％職員全体に占める手当支給職員の
割合（１８年度）

夜間看護手当、税務手当、野犬
等の捕獲・処理手当など１６種類手当の種類

⑤その他の手当（平成１９年４月１日現在）
１８年度決算（見込み）

国の制
度との
異同

内容手当名 支給職員１
人当たり平
均支給年額

支給実績

２２９，７５５円４４，８０２千円同じ扶養親族のある職員に
支給

扶養
手当

２１２，１１４円２３，１２０千円同じ借家・借間又は自宅に
居住する職員に支給

住居
手当

４５，８１７円１５，０７４千円同じ通勤距離が片道２㎞以
上である職員に支給

通勤
手当

（注）上記手当のほか、管理職手当、管理職員特別勤務手当、
　　　休日勤務手当、夜間勤務手当及び宿日直手当があります。

④時間外勤務手当
１７年度決算１８年度決算（見込み）区分
１１４，７７４千円８６，４１３千円支給実績

２４０千円１８３千円職員１人当たり
平均支給年額

④ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）
平成１３年平成１８年区分
－９４．２小城市
９９．０９５．０類似団体平均
１０１．４９７．４全国市平均
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受診率受診者対象者区分
９４．１％４４５人４７３人１８年度

１人当たり給与費
Ｂ／Ａ　

給与費職員数
Ａ　区分 　　　計　　Ｂ期末・勤勉手当職員手当給料

６，２８１千円３７，６８５千円１０，０７０千円２，９３３千円２４，６８２千円６人１８年度

（５）特別職の報酬等の状況（平成１９年４月１日現在）

支給割合区分１８年度
支給割合区分給料月額等区分 類似団体における最高／最低額

５００／１００市長退職
手当３．３５月分市長

期
末
手
当

９８０，０００円／５４６，７００円８３４，０００円（９２５，０００円）市長給料 ２９４／１００副市長副市長８００，０００円／４９５，８００円６６６，０００円（７４０，０００円）副市長

３．３５月分
議長５９８，０００円／２７３，０００円４５９，０００円（４７４，０００円）議長

報酬 副議長５２２，０００円／２２７，０００円４００，０００円（４１３，０００円）副議長
議員４６５，０００円／２０６，０００円３７４，０００円（３８６，０００円）議員

（注）１　給料及び報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額です。
　　　２　退職手当の算定方式は「給料月額×在職年数×支給割合」で、支給時期は任期ごとです。
　　　３　「類似団体における最高／最低額」は、参考値として平成１８年のものを記載しています。
（６）公営企業職員等の状況（水道事業）
① 職員給与費の状況（決算見込み）

（参考）１７年度の総費用に
占める職員給与費比率

総費用に占める職員給与費
比率　　　　　　　Ｂ／Ａ

職員給与費
Ｂ　純損益又は実質収支総費用

Ａ　区分

１６．７％１６．０％４４，３６４千円２０，１２３千円２７６，５２０千円１８年度
（参考）団体平均
１人当たり給与費

６，９７１千円
（注）１　職員手当には退職給与金を含みません。
　　　２　職員数は、平成１９年３月３１日現在の人数です。
　　　３　「（参考）団体平均一人当たり給与費」に係るものは、参考値として１７年度のものを記載しています。
②職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成１９年４月１日現在）

平均月収額基本給平均年齢区分
５５０，８２０円３６２，３５０円４５．９歳小城市
５７７，２１４円３７６，９４７円４４．８歳団体平均

（注）１　平均月収額には、期末・勤勉手当等を含みます。
　　　２　団体平均に係るものは、参考値として平成１８年の
　　　　　ものを記載しています。

３．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
（１）勤務時間の概要（平成１９年４月１日現在）

週休日休憩時間終了時刻開始時刻１日の正規の勤務時間１週間の正規の勤務時間
日曜日及び土曜日４５分１７時１５分８時３０分８時間４０時間

（注）公務の運営上の事情により特別の形態によって勤務する必要がある職員は、上記以外の勤務時間等の割振りによります。

（２）その他の勤務条件の状況
①休暇の概要（平成１９年４月１日現在）

給与概要等休暇の種類
有給年２０日間付与年次有給休暇

有給医師の証明等に基づく必要最小限度の
期間病気休暇

有給特別の事由による相当期間特別休暇

無給２週間以上継続して介護にあたる期間
（６月以内）介護休暇

無給職員団体の業務又は活動に従事する期
間（年２０日以内）組合休暇

②一般職員の年次有給休暇の取得状況
　（暦年：平成１８年１月１日～平成１８年１２月３１日）

消化率
Ｂ／Ａ 

平均取得日数
Ｂ／Ｃ 

全対象職員数
Ｃ 

総取得日数
Ｂ 

総付与日数
Ａ 

２４．２％９．３日２７０人２，５１６．０日１０，３８３日
（注）全対象職員数とは、平成１８年１月１日から平成１８年１２月３１日

の全期間を在籍した一般職員（非現業の一般職に属する職員
のうち、市長部局に勤務する職員で交代制勤務の職員を除
く。）に限り、当該期間の中途に採用された者及び退職した
者並びに当該期間中に育児休業、休職の事由がある職員並び
に派遣職員を除く職員数です。

③育児休業等の利用状況（１８年度）
新規取得者の
平均承認期間

新たに取得可能と
なった対象職員数

育児休業取得者数
うち新規

１年５月１８人８人１３人

（注）１　育児休業取得者数には、その期間が当該年度以前から引
　　き続いている職員数を含みます。

　　　２　男性職員の取得実績はありません。

４．職員の分限及び懲戒処分の状況
（１）分限処分の状況（１８年度）

休職区分
1人心身の故障の場合

（２）懲戒処分の状況（１８年度）
戒告区分
　1人職務上の義務に違反し又は職務を怠った場合
　1人全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合

５．職員の服務の状況（職員の守るべき義務の概要）
　地方公務員法第３０条は、服務の根本基準として、「すべて職員は、全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、かつ、職務の遂行
に当たっては、全力を挙げてこれに専念しなければならない。」と規定しています。

６．職員の研修及び勤務成績の評定の状況
（１）研修の状況（１８年度）

受講者数主な研修区分
７５人接遇・ビジネスマナー研修―職場研修
３３人市町管理者研修、市町監督者研修　など階層別研修共同研修 １０人政策課題研修、市町財務事務研修　など特別研修
５人財政運営、法令実務、市町村税徴収事務　など研修所研修

派遣研修 ３人市町等職員実務研修（佐賀県）実務研修
４人法令実務基礎講座、住民参画型行政の推進講座　など専門研修

（２）勤務成績の評定の状況
　平成１８年度から制度構築に着
手しており、平成１９年度は管理
職級に係る評価を試行する予定
です。

７．職員の福祉及び利益の保護の状況
（１）健康診断の実施状況

（注）対象者には、職員のほか市長、助役及び教
育長を含みます。

（２）公務災害補償の状況
　平成１８年度に公務災害又は通勤災
害と認定された件数は、４件（うち
通勤災害０件）です。

（３）職員の利益の保護の状況
　平成１８年度においては、勤務条件に関
する措置の要求、不利益処分に関する不
服申立て、ともに該当はありません。
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小城市総合計画（政策の紹介⑤）小城市総合計画（政策の紹介⑤） No.7
　今月号では、６つの政策のひとつである政策５「交流と連携による質の高い元気産業のまち」とそのための５つの
施策及び１９年度の主な取り組みについてお知らせします。
　次回は、政策６「共につくる新しいまち」を紹介します。

【問合せ】企画課　企画振興係（牛津庁舎）　担当　野口・村岡　緯６３－８８０３

政策5「交流と連携による質の高い元気産業のまち」

　本市の多様な資源・人・アイデアを有機的にネットワークする取り組みを積極的に推進し、安全・安心な食料の供給、地産地消を基
本に、古くからの主要産業である農林水産業の維持・高度化を促進します。
　また、市街地整備や景観形成等と連動した市民との協働による商店街の環境・景観の整備や新規優良企業の立地促進、知的財産など
を活用した産業支援・研究開発機能の強化等により、商工業の振興や新産業の育成に努めるとともに、新設される道路網を生かし、優
れた自然や貴重な歴史・文化、多様な特産品等を活用した観光・交流機能の拡充に努め、活力に満ちた元気産業のまちづくりを進めま
す。

（１）農林業の振興　
（１）施策の目的
　新たな時代の魅力ある農業・農村の実現と農林業の持つ多面的な機能の保全･活用に向け、生産者、関係機関・団体、行政が一体と
なって、情勢の変化を的確に踏まえた農林業の振興施策を推進します。
（２）１９年度の主な取組み
　○「環境にやさしい農業」の実現に向けた営農活動に対する支援
　○道整備交付金を活用しての林道天山線の整備
　○農地崩壊防止のため畦畔保護を目的として里地棚田保全整備事業（小城町岩蔵地区）

（２）水産業の振興　
（１）施策の目的
　活力と持続性のある水産業の実現に向け、漁業者、関係機関・団体、行政が一体となって周年操業体制の確立を基本にした水産業の
振興施策を推進します。
（２）１９年度の主な取組み
　○ノリ共同委託加工事業の取組に向けた推進
　○漁業共済事業、漁船保険事業に対する支援
　○遊漁船クラブ、青年部、女性部の活動に対する支援

（３）商工業の振興と新産業の育成　
（１）施策の目的
　人々が集う賑わいの場の再生と創造に向け、商店街の整備及び経営の近代化を支援するとともに、地域経済の活性化と雇用の場の確
保に向け、企業誘致や経営体質の強化、起業化及び新産業創出を支援します。
（２）１９年度の主な取組み
　○地域経済の活性化、雇用の場の確保に向けた、企業誘致や経営体質の強化
　○商工会議所等への商工振興対策補助
　○空き店舗対策事業、中小企業小口資金貸付事業

（４）観光の振興　　
（１）施策の目的
　観光都市小城の形成に向け、本市ならではの魅力ある地域資源を活用した観光ルートの開発をはじめ、近年の観光ニーズに対応した
多面的な取り組みを積極的に推進します。
（２）１９年度の主な取組み
　○観光協会と連携した観光ボランティアの育成
　○観光基盤整備（牛津赤れんが館の公衆トイレ）

（５）雇用促進と勤労者福祉の充実
（１）施策の目的
　活力あるまちづくりと快適に働ける環境づくりに向け、雇用の場の確保と雇用の促進、勤労者福祉の充実に努めます。
（２）１９年度の主な取組み
　○佐賀県事業（ネクストステージを佐賀県で）との連携
　○雇用の促進に向けた、企業情報の提供の強化

１．政策の内容

２．施策の内容
政策を実現するための施策！
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　基本理念である「みんなでつくろう！誰にでもやさしい支えあいのまち　小城」を実現するため、４つの基
本目標を定めています。
　今回は、基本目標２ 地域でつながり、支えあおう　について紹介します。

　高齢者や障害者、子どもや子育て家庭等の支援のためには、さまざまな関係団体が地域単位でつながること

で、これまで解決できなかった課題が解決できたり、よりよい取り組みが生まれるなどの効果が期待でき、地

域で手助けを必要としているさまざまな人たちを支える力が増します。

　このように、団体同士が連携することによって、必要な人に必要な情報が伝わりやすくなります。

　また、このような地域のネットワークや個々の団体などの活動を推進するためには、活動の拠点となる

「場」が必要であるため、保健福祉センターはもとより、地域のさまざまな施設・社会資源を活用できるよう

利用しやすいしくみづくりを進めていきます。

あなたにできること

　身近な地域単位（町内会・自治会）での支えあい活動に積極的に参加します。
　公民館や集会所などの地域の施設を、交流活動の場として利用しましょう。

　次号（１１月５日発行）の市報おぎでは、基本目標３ サービスを利用しやすい環境をつく

ろう　について紹介します。

小城市地域福祉計画小城市地域福祉計画
No.3No.3～小城しあわせプラン～～小城しあわせプラン小城しあわせプラン～

し
あ

わ
せ

【問合せ】社会福祉課（三日月庁舎）　担当　桑原・満身　緯７３－８８２５

地域でつながり、支えあおう地域でつながり、支えあおう基本目標２

★身近な地域単位で、市民や関係団体が連携し

て、支援を要する人の把握や、支えあいのため

のネットワークづくりに取り組みます。

基本方針１
地域の支えあい

ネットワークをつくる

★地域のさまざまな施設を地域福祉の拠点とし

て、活用します（保健福祉センター、公民館・

集会所、学校など）。

基本方針２
地域の支えあいや交流、
福祉活動の拠点をつくる
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【問合せ】　企画課　市民協働推進係（牛津庁舎）　担当　坂田・森永（健）
　　　　　　緯６３－８８０３　胃６３－８８０８　Ｅメール　kikaku@city.ogi.lg.jp

No.7

　小城市は、市民の皆さまとの協働により「スローライフなまちづくり」を進めていきます。「スローライフ
なまちづくり」は、小城市の素晴らしい自然や歴史、伝統、文化を大切にし、その良さを身近に感じ、それら
を暮らしに生かすことにより小城市で暮らす価値に気づいていただくとともに、「緩急自在」にそれぞれに
あった暮らし方をすることで、総合計画の基本目標である「質の高い美しいまち」を目指すものです。
怪 悔回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

小城市民病院でホメオストレッチ！
　ホメオストレッチは、ストレスにより生じた心身
のアンバランスをケアし、心や体を自然な状態に戻
す施術法です。
　ホメオストレッチを受けると、脳中枢の緊張や興
奮が取り除かれ、生理学的リラクセーションが得ら
れます。
　予約制です。
　受付時間　月・火・木・金の午後２時～４時30分
　受診料　２，１００円（自費診療）

　ゆっくりゆったり　心と体を癒しませんか？

　　　　　　　　　　小城市民病院　☎73－2161

 　小城市内で実施されるイベント等を通して、地域の
自然や歴史、伝統、文化の良さにふれ、地域の価値を
再発見・再確認していただく３か月間です。
　そのようすをご紹介します。

男女共同参画フォーラム
　　　　　　　　　〈ゆとりのスローワーク〉

市民の方のいろいろな手作りの品がいっぱい！
そして、くつろいだ雰囲気で、ワーク・ライ
フバランスについて語りあいました。

天山自然塾〈学びと自然で感じるスローライフ〉
「竹と遊ぼう」手作りの器でのそうめん流し！
弓矢でも遊びました！

男の料理教室〈男の食と健康のスローライフ〉
まず血圧の勉強をして、健康的な献立で調理
実施です！（参加者の募集は締め切っています）

○スローライフ漫画

ちょっと立ち止まってみてみましょう
　野草が食べられるの？と食べてみたくなる（食べられない野草もあります！）→ゆっくり山を歩いてみる→
きれいな空気とかけがえのない自然に触れる→心ゆたかになる→自然を大切にしなければと思う→行動にでる
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月
は
芸
術
・
体
育
の
秋
と
か
、

１０
食
欲
の
秋
と
か
い
わ
れ
快
適
な

日
々
が
続
く
月
で
す
。

　

小
城
市
に
お
い
て
は
、
９
月
か

ら
始
ま
っ
た
『
ゆ
る
や
か
な
ス

ロ
ー
ラ
イ
フ
月
間
』
の
２
か
月
目

に
あ
た
り
ま
す
。
今
回
は
そ
の

『
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
』
に
ち
な
ん
で

『
親
子
の
関
わ
り
』
の
中
で
親
が

ス
ロ
ー
に
対
応
し
た
方
が
良
い
場

合
に
つ
い
て
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え
て
み
ま
す
。

　

赤
ち
ゃ
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は
ス
ク
ス
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と
成
長

し
、
１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
頃

に
、
一
歩
・
二
歩
と
歩
け
る
よ
う

に
な
り
ま
す
し
、
『
う
ま
う
ま
』

『
マ
マ
』
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イ
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イ
』
な
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を
合
わ
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て
発
音
で
き
る
言
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を

出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。

両
親
や
祖
父
母
は
そ
の
発
音
し
た

言
葉
を
聞
い
て
微
笑
ん
で
、
喜
び

ま
す
。

　

幼
児
は
そ
の
後
、
２
歳
か
ら
３

歳
に
か
け
て
『
か
き
く
け
こ
』

『
た
ち
つ
て
と
』
『
ら
り
る
れ

ろ
』
な
ど
の
様
々
な
発
音
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。
中
で

も
『
さ
し
す
せ
そ
』
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摩
擦
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よ
ば
れ
る
発
音
の
発
声
の
仕
方
が

難
し
い
で
す
。
３
歳
の
子
ど
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が

『
ち
ゃ
か
な
』
『
ち
ぇ
ん
ち
ぇ

い
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な
ど
と
発
声
す
る
の
は
、
口

の
中
で
舌
を
操
作
す
る
の
が
難
し

い
か
ら
で
す
。

　

幼
児
は
親
の
言
葉
を
聞
い
て
、

発
音
し
て
い
る
口
唇
を
見
て
、
そ

れ
を
自
分
で
真
似
を
し
て
覚
え
て

い
き
ま
す
。
初
め
の
頃
は
、
失
敗

す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
何
と

言
っ
て
い
る
の
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
親
が
ゆ
っ
く
り
と
子
ど

も
を
見
つ
め
て
話
し
か
け
て
や
れ

ば
、
段
々
と
正
し
い
発
音
に
な
っ

て
き
ま
す
。
親
や
幼
稚
園
・
保
育

園
の
先
生
方
が
幼
児
に
話
し
か
け

る
時
に
は
、
大
人
同
士
で
話
す
時

の
よ
う
な
早
口
で
話
さ
ず
に
、

『
ス
ロ
ー
に
ゆ
っ
く
り
』
と
話
し

た
方
が
い
ろ
ん
な
面
で
効
果
が
上

が
り
易
い
で
す
。

　

次
に
、
３
歳
・
４
歳
の
幼
児
が

シ
ャ
ツ
や
パ
ン
ツ
を
自
分
で
着
た

り
は
い
た
り
し
ま
す
。
前
後
を
反

対
に
し
た
り
正
し
く
で
き
た
り
し

ま
す
。
は
さ
み
で
紙
を
切
っ
た
り
、

お
茶
を
急
須
か
ら
茶
碗
に
注
い
だ

り
し
ま
す
。
親
や
先
生
の
真
似
を

し
て
、
不
器
用
で
・
危
な
か
し
い

多
様
な
動
作
を
繰
り
返
し
な
が
ら

徐
々
に
成
長
し
て
い
き
、
自
立
を

し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
時
期
に
、

早
く
済
ま
せ
た
い
・
早
く
片
づ
け

た
い
と
思
い
こ
ん
で
い
る
『
セ
ッ

カ
チ
な
親
や
先
生
』
は
、
自
立
の

た
め
の
い
ろ
ん
な
動
作
を
幼
児
に

繰
り
返
さ
せ
ず
に
、
「
あ
ー
も

ね
ー　

早
う
せ
ん
ね
」
な
ど
と
言

い
な
が
ら
自
分
で
し
て
し
ま
い
ま

す
。

　

親
や
先
生
は
『
ス
ロ
ー
に
ゆ
っ

く
り
』
の
気
持
ち
で
幼
児
に
そ
の

動
作
の
手
本
を
繰
り
返
し
見
せ
て
、

そ
の
手
を
取
っ
て
教
え
込
み
、
余

裕
を
持
っ
て
そ
の
動
作
を
見
て
や

り
、
良
く
出
き
た
ら
褒
め
て
や
り

ま
し
ょ
う
。
こ
の
方
法
が
、
効
果

が
上
が
り
子
ど
も
に
と
っ
て
は
良

い
で
す
。

　

そ
し
て
、
少
し
成
長
し
た
小
学

生
・
中
学
生
の
子
ど
も
と
親
が
話

す
時
の
こ
と
で
す
。
子
ど
も
は
親

に
対
し
て
、
返
事
や
回
答
や
善
悪

の
判
断
な
ど
を
求
め
て
話
し
か
け

て
き
ま
す
。
親
は
子
ど
も
か
ら

「
○
○
○
に
つ
い
て
、
ど
が
ん

ね
？
」
と
聞
か
れ
た
時
に
「
そ
い

は
◎
◎
◎
や
ろ
う
も
ん
」
「
◎
◎

◎
し
な
さ
い
」
な
ど
と
、
早
く
返

事
や
回
答
を
す
る
時
が
あ
り
ま
す
。

忙
し
い
職
場
で
、
す
ぐ
に
結
論
を

出
し
て
会
話
を
し
て
い
る
親
や
気

が
短
い
親
の
場
合
に
は
、
つ
い
つ

い
、
す
ぐ
に
反
応
を
し
て
し
ま
い

ま
す
。
せ
っ
か
く
の
親
子
の
会
話

で
す
。

「
ふ
ー
ん
そ
う
・
・
・
じ
ゃ
あ
△

△
△
は
ど
う
？
」
な
ど
と
逆
に
親

は
質
問
し
た
り
し
て
ゆ
っ
く
り
と

会
話
を
進
め
た
方
が
意
志
の
疎
通

は
よ
く
で
き
ま
す
。

　

そ
れ
と
、
子
ど
も
と
の
会
話
の

中
や
日
常
生
活
で
「
こ
の
子
ど
も

は
○
○
○
や
も
ん
ね
ー
」
な
ど
と

子
ど
も
の
行
動
傾
向
や
人
格
ま
で

も
親
の
気
分
で
決
め
付
け
て
し
ま

う
時
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
成

長
・
発
達
中
の
子
ど
も
に
と
っ
て

は
迷
惑
な
こ
と
で
困
っ
た
こ
と
で

す
。

　

『
ス
ロ
ー
に
ゆ
っ
く
り
』
の
気

持
ち
で
子
ど
も
を
育
て
た
方
が
、

親
子
の
意
志
の
疎
通
や
相
互
理
解

が
で
き
て
、
子
ど
も
の
発
達
が
促

進
し
、
家
族
力
が
増
し
て
い
き
ま

す
。
『
ス
ロ
ー
』は
『
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
』と
『
ノ
ー
マ
ル
（
普

通
）
』
と
と
も
に
日
常
生
活
の
大

切
な
要
素
で
す
。

子
ど
も
支
援
セ
ン
タ
ー
長
の 

 

第
５
回　

〜
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
な
育
児
〜

ア
ド
バ
イ
ス
コ
ー
ナ
ー 

子ども支援センター長
 別頭 　道明
べっとう

0952－72－1021
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平
成　

年
４
月　
　
　
 

２０

後
期
高
齢
者
医
療
制
度 

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

　

急
速
な
高
齢
化
社
会
の
到
来
に

よ
り
、
高
齢
の
人
の
負
担
と
、
若

年
の
人
の
負
担
を
明
確
に
す
る
た

め
、
平
成　

年
６
月
の
国
会
に
お

１８

い
て
関
連
す
る
法
律
が
成
立
し
ま

し
た
。

　

そ
の
法
律
に
よ
り
、
現
在
の

「
老
人
保
健
制
度
」
に
か
わ
り
、

平
成　

年
４
月
か
ら
後
期
高
齢
者

２０

医
療
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

　

平
成　

年
３
月
ま
で

２０

　

老
人
保
健
制
度

（
国
保
・
社
保
・
健
保
組
合
等
）

　

平
成　

年
４
月
か
ら

２０

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

こ
れ
ま
で
は
、　

歳
（
一
定
の

７５

障
害
の
状
態
に
あ
る
人
は　

歳
）

６５

以
上
の
人
は
、
国
民
健
康
保
険
や

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

社
会
保
険
、
健
康
保
険
組
合
な
ど

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

の
医
療
保
険
制
度
に
加
入
し
な
が

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

ら
「
老
人
保
健
制
度
」
で
医
療
給

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

付
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
平
成

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

　

年
４
月
か
ら
は
新
た
に
創
設
さ

２０れ
る
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

に
よ
り
医
療
給
付
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

　

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　

連
合

　

緯　

−

８
４
７
６

６４
国
民
年
金
保
険
料　
　

　

保
険
料
を
納
め
る
の
が
難
し
い

方
は
？

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難

な
場
合
に
は
、
本
人
の
申
請
手
続

に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が
「
免

除
」
ま
た
は
「
猶
予
」
さ
れ
る
制

度
が
あ
り
、
次
の
３
種
類
が
あ
り

ま
す
。

①
免
除（
全
額
免
除
・
一
部
納
付
）

申
請

　

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

年
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
に
申

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

請
手
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険

料
の
納
付
が
全
額
免
除
又
は
半
額

納
付
な
ど
の
一
部
納
付
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
一
部
納
付
（
一
部
免

除
）
に
つ
い
て
は
、
一
部
納
付
額

が
未
納
の
場
合
、
一
部
免
除
も
無

効
（
未
納
と
同
じ
）
に
な
り
ま
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　
　

歳
未
満
の
方
で
本
人
・
配
偶

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

３０
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

場
合
に
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、

画
臥

蚊

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

③
学
生
納
付
特
例
申
請

　

学
生
の
方
で
本
人
の
前
年
の
所

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
申
請

画
臥

蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊
蚊

す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

①
～
③
の
期
間
は
老
齢
・
障

害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格

を
見
る
場
合
に
必
要
な
期
間
に
参

入
さ
れ
ま
す
。
（
一
部
納
付
に
つ

い
て
は
、
一
部
納
付
保
険
料
を
納

付
し
て
い
る
事
が
必
要
で
す
。
）

　

①
の
期
間
に
か
か
る
老
齢
基
礎

年
金
の
金
額
は
、
保
険
料
を
全
額

納
付
し
た
場
合
と
比
較
し
て
次
の

と
お
り
で
す
。
一
部
納
付
は
、
納

付
す
べ
き
保
険
料
を
納
付
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
は
、
年
金
額
に
参
入

さ
れ
ま
せ
ん
。

・
全
額
免
除
→
６
分
の
２

・
半
額
納
付
→
６
分
の
４

・
４
分
の
１
納
付
→
６
分
の
３

・
４
分
の
３
納
付
→
６
分
の
５

　

②
、
③
の
期
間
に
つ
い
て
は
、

受
給
資
格
の
必
要
な
期
間
に
は
参

入
さ
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金

の
額
に
は
参
入
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

将
来
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
取
る
た
め
に
、
①
～
③
の
期

間
に
つ
い
て　

年
以
内
で
あ
れ
ば

１０

（
平
成　

年
４
月
分
な
ら
平
成　

１９

２９

年
４
月
ま
で
）、さ
か
の
ぼ
っ
て
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

保
険
料
を
「
未
納
」
の
ま
ま

放
置
す
る
と
、
将
来
の
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
た
り
、
い
ざ
と
い

う
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺

族
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

必
ず
保
険
料
を
納
め
る
か
、
納

め
る
こ
と
が
難
し
い
方
は
①
～

③
の
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

 

　

保
険
料
の
免
除
を
受
け
る
た
め

に
は
、
前
年
の
所
得
を
確
認
す
る

た
め
、
確
定
申
告
を
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
係
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

　

国
保
年
金
課
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

円
城
寺

　

緯　

−

８
８
０
２

７３

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印

小城市授産場利用者募集
■対 象 者：療育手帳・精神障害者保健福祉手帳・身体障害者手帳
　　　　　　をお持ちの方
■利用時間：午前８時３０分～午後５時まで
　　　　　　（時間の調整可能です）
■利用場所：小城市授産場（小城消防署北分署南）
■作業内容：羊羹用のダンボール組み立て加工・手袋の袋詰め
　　　　　　クッション材作業等
■運営方針
　社会自立・家庭自立を基本に考え、一般社会に入っていったとき
に馴染んでいけるよう、作業や行事を行う中で訓練を行っています。

詳細については、お気軽に授産場にお尋ねください。

【問合せ】小城市授産場（福祉部　社会福祉課）
　　　　　緯７３－２７１３　担当　熊手・野田　　　

郭
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マ
イ
バ
ッ
グ　
　
　
　
 

　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

月
は
買
い
物
袋
持
参
運
動
の

１０

強
調
月
間
で
す
！

　

家
の
中
に
不
要
な
レ
ジ
袋
、
包

装
紙
っ
て
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
ご
み
を

出
さ
な
い
買
い
物
を
す
れ
ば
、
ご

み
も
減
り
、
環
境
に
も
や
さ
し
い

ん
で
す
。

　

ま
ず
は
、
マ
イ
バ
ッ
ク
か
ら
は

じ
め
ま
し
ょ
う
！

【
問
合
せ
】

　

生
活
環
境
課　

廃
棄
物
対
策
係

（
小
城
庁
舎
）
担
当　

乙
成

　

緯　

−

８
８
０
３

７３
犬
の
フ
ン
の
後
始
末
は 

飼
い
主
で

　

散
歩
中
に
犬
の
残
し
た
フ
ン
に

関
す
る
苦
情
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

飼
い
主
は
散
歩
中
の
マ
ナ
―
を

守
り
、
犬
の
フ
ン
は
持
ち
帰
る
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
生
後　

日
以
上
の
犬
は
、

91

生
涯
１
回
の
登
録
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
犬
を
飼
っ
て

い
て
ま
だ
、
登
録
が
お
済
で
な
い

方
は
、
登
録
を
お
願
い
し
ま
す

【
問
合
せ
】

　

生
活
環
境
課　

生
活
環
境
係

（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

秋
野
・
川
浪

　

緯　

−

８
８
０
３

７３
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
を
実
施

　

市
外
の
医
療
機
関
で
も
市
の
補

助
対
象
で
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ

ま
す
。
（
但
し
、
一
部
医
療
機
関

で
は
接
種
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
事
前
に
医
療
機
関
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
）

　

市
外
医
療
機
関
で
の
接
種
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
医
療
機
関
へ
予

約
後
、
予
診
票
等
を
健
康
増
進

課
・
各
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
及
び

各
庁
舎
総
合
窓
口
へ
取
り
に
来
て

く
だ
さ
い
。

　

市
内
医
療
機
関
で
接
種
さ
れ
る

方
は
医
療
機
関
に
予
診
票
を
準
備

し
て
い
ま
す
。

◆
接
種
機
関

　

平
成　

年　

月
１
日

１９

１０
～
平
成　

年　

月　

日

１９

１２

３１

◆
対
象
者

①
満　

歳
以
上
の
小
城
市
民
で
予

６５
防
接
種
を
希
望
す
る
人

②　

歳
以
上　

歳
未
満
で
心
臓
、

６０

６５

腎
臓
、
呼
吸
器
等
の
機
能
に
身

体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
の
障

害
を
有
す
る
方
で
、
予
防
接
種

を
希
望
す
る
人

◆
接
種
回
数

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

Ｈ
Ａ
ワ
ク
チ
ン　

１
回

◆
料
金　

　

自
己
負
担
１
、
２
０
０
円

（
病
院
の
窓
口
で
お
支
払
く
だ
さ

い
。
）

生
活
保
護
世
帯
は
無
料

（
資
格
証
が
必
要
で
す
。
接
種
前

に
保
護
係
へ
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。
）

◆
医
療
機
関
へ
持
参
す
る
も
の

　

予
診
票
（
市
外
で
接
種
す
る
方

　

の
み
）

　

健
康
保
険
証
・
健
康
手
帳

　
　

歳
以
上　

歳
未
満
の
方
は
、

６０

６５

　

身
体
障
害
者
手
帳

◆
市
内
医
療
機
関

《
小
城
》

石
井
外
科
医
院

緯　

−

３
６
４
１

７３

伊
東
医
院　
　

緯　

−

３
２
３
５

７３

酒
井
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

緯　

−

１
３
７
７

７１

さ
か
た
診
療
所

緯　
−

１
１
７
０

７２

高
橋
内
科　
　

緯　
−

１
１
０
０

７２

豊
田
医
院　
　

緯　

−
２
０
３
１

７２

野
田
好
生
医
院

緯　

−

３
２
３
２

７２

藤
井
整
形
外
科
医
院

緯　

−

７
６
５
０

７２

や
な
ぎ
し
ま
こ
ど
も
医
院

緯　

−

３
６
６
６

７３

ひ
ら
ま
つ
病
院

緯　

−

２
１
１
１

７２

小
城
市
民
病
院

緯　

−

２
１
６
１

７３

《
三
日
月
》

江
口
病
院　
　

緯　

−

３
０
８
３

７３

古
賀
医
院　
　

緯　

−

２
０
６
７

７３

坂
田
ク
リ
ニ
ッ
ク緯　

−

１
１
５
１

７２

坂
田
整
形
外
科

緯　

−

５
１
５
５

７２

ひ
ろ
お
か
内
科
・
神
経
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク　
　
　

緯　

−

８
０
２
２

７３

《
牛
津
》

村
岡
内
科
医
院

緯　

−

３
７
５
０

６６

樋
口
医
院　
　

緯　

−

４
８
３
８

６６

鶴
田
整
形
外
科

緯　

−

４
１
１
４

６６

鶴
田
運
動
機
能
回
復
ク
リ
ニ
ッ
ク

緯　

−

５
６
１
１

５１

《
芦
刈
》

徳
富
医
院　
　

緯　

−

１
５
４
７

６６

百
武
整
形
外
科
医
院

緯　

−

５
３
３
５

６６

【
問
合
せ
】

　

健
康
増
進
課　

母
子
保
健
係

（
三
日
月
庁
舎
）
担
当　

南
里

　

緯　
−

８
８
２
２

７３

有
料
広
告
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～
人
権
の
ま
ど
～

人
権
学
習
懇
談
会
よ
り

　

芦
刈
の
あ
る
地
区
で
出
た
話
題

で
す
。
「
よ
か
言
葉
の
あ
っ
た
け

ん
、
そ
い
ば
冷
蔵
庫
の
横
に
貼
っ

と
う
」
‥
‥

　

『
子
は
親
の
鏡
』

　

け
な
さ
れ
て
育
つ
と
、
子
ど
も

は
、
人
を
け
な
す
よ
う
に
な
る

　

と
げ
と
げ
し
た
家
庭
で
育
つ
と
、

子
ど
も
は
、
乱
暴
に
な
る

　

不
安
な
気
持
ち
で
育
て
る
と
、

子
ど
も
も
不
安
に
な
る

　

「
か
わ
い
そ
う
な
子
だ
」
と

言
っ
て
育
て
る
と
、
子
ど
も
は
、

惨
め
な
気
持
ち
に
な
る

子
ど
も
を
馬
鹿
に
す
る
と
、
引
込

み
じ
あ
ん
な
子
に
な
る

　

親
が
他
人
を
羨
ん
で
ば
か
り
い

る
と
、
子
ど
も
も
人
を
羨
む
よ
う

に
な
る

　

叱
り
つ
け
て
ば
か
り
い
る
と
、

子
ど
も
は
「
自
分
は
悪
い
子
な
ん

だ
」
と
思
っ
て
し
ま
う

　

励
ま
し
を
あ
げ
れ
ば
、
子
ど
も

は
、
自
信
を
持
つ
よ
う
に
な
る

　

広
い
心
で
接
す
れ
ば
、
キ
レ
る

子
に
は
な
ら
な
い

　

誉
め
て
あ
げ
れ
ば
、
子
ど
も
は
、

明
る
い
子
に
育
つ

　

愛
し
て
あ
げ
れ
ば
、
子
ど
も
は
、

人
を
愛
す
る
こ
と
を
学
ぶ

　

認
め
て
あ
げ
れ
ば
、
子
ど
も
は
、

自
分
が
好
き
に
な
る

　

見
つ
め
て
あ
げ
れ
ば
、
子
ど
も

は
、
頑
張
り
屋
に
な
る

　

分
か
ち
合
う
こ
と
を
教
え
れ
ば
、

子
ど
も
は
、
思
い
や
り
を
学
ぶ

　

親
が
正
直
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も

は
、
正
直
で
あ
る
こ
と
の
大
切
さ

を
知
る

　

子
ど
も
に
公
平
で
あ
れ
ば
、
子

ど
も
は
、
正
義
感
の
あ
る
子
に
育

つ
　

や
さ
し
く
、
思
い
や
り
を
も
っ

て
育
て
れ
ば
、
子
ど
も
は
、
や
さ

し
い
子
に
育
つ

　

守
っ
て
あ
げ
れ
ば
、
子
ど
も
は
、

強
い
子
に
育
つ

　

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
家
庭
で

育
て
ば
、
子
ど
も
は
、
こ
の
世
の

中
は
い
い
と
こ
ろ
だ
と
思
え
る
よ

う
に
な
る

『
子
ど
も
が
育
つ
魔
法
の
言
葉
』

（
ド
ロ
シ
ー
・
ロ
ー
ノ
ル
ト
）
と

い
う
も
の
ら
し
い
。

　

全
て
の
人
が
生
き
生
き
と
生
活

し
合
う
社
会
、
あ
あ
、
こ
ん
な
と

こ
ろ
に
人
権
の
芽
も
、
根
も
あ
る

の
か
と
気
づ
か
さ
れ
た
懇
談
会
の

ひ
と
と
き
で
し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
会
教
育
指
導
員　

早
田　

圭
吾

人
権
相
談
コ
ー
ナ
ー

問　

中
学
生
の
子
ど
も
が
最
近
よ

く
ケ
ガ
を
し
て
学
校
か
ら
帰
っ
て

き
ま
す
。
本
人
に
問
い
た
だ
し
た

と
こ
ろ
「
自
分
で
転
ん
だ
だ
け
」

「
心
配
い
ら
な
い
」
と
言
う
ば
か

り
、
い
じ
め
に
あ
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
で
す
。

答　

子
ど
も
は
「
い
じ
め
」
を
受

け
る
と
「
自
分
が
悪
い
か
ら
い
じ

め
ら
れ
る
」
と
思
っ
て
し
ま
う
こ

と
で
、
心
配
さ
せ
た
く
な
い
と
い

う
気
持
ち
も
あ
り
親
や
先
生
に
打

ち
明
け
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
い
じ
め
に
あ
っ
て
い
る
子

ど
も
の
様
子
を
見
れ
ば
、
ケ
ガ
が

多
い
と
か
、
何
ら
か
の
兆
候
が
見

ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

い
じ
め
を
受
け
て
い
る
子
ど
も

は
、
心
に
大
き
な
苦
し
み
を
抱
え

な
が
ら
、
じ
っ
と
耐
え
て
い
ま
す
。

こ
う
い
う
と
き
、
子
ど
も
を
問
い

詰
め
、
事
情
を
聞
き
出
そ
う
と
し

て
も
、
親
が
介
入
す
る
こ
と
で
い

じ
め
が
ひ
ど
く
な
る
こ
と
を
恐
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
変
化
を
見
抜
け
る
の

は
親
で
あ
り
家
族
な
の
で
す
。
普

段
か
ら
親
子
で
話
し
合
え
る
雰
囲

気
づ
く
り
に
心
が
け
、
い
ざ
と
言

う
時
に
心
の
変
化
を
キ
ャ
ッ
チ
で

き
る
関
係
を
築
い
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

こ
の
場
合
、
担
任
の
先
生
に
事

情
を
話
し
て
み
て
下
さ
い
。
い
じ

め
は
、
当
事
者
同
士
ば
か
り
で
な

く
、
ク
ラ
ス
、
学
校
全
体
で
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
す
。

子
ど
も
の
人
権
一
一
〇
番

緯
０
５
７
０−

０
７
０−

１
１
０

小
城
庁
舎
市
民
課
人
権
・
同
和
対

策
室　

小
柳
・
円
城
寺　

緯　

−

８
８
０
０

７３有
明
海
へ
の
水
草
・ 

ゴ
ミ
の
流
出
防
止
に 

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

農
業
用
水
路
・
ク
リ
ー
ク
等
の

水
落
し
に
つ
い
て
は
、
ノ
リ
採
苗

育
苗
期
に
集
中
し
な
い
よ
う
計
画

的
分
散
放
流
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

水
落
し
の
際
に
は
、
ホ
テ
イ
ア

オ
イ
等
の
水
草
が
河
川
等
に
流
出

し
な
い
よ
う
に
適
切
な
樋
門
操
作

を
お
願
い
し
ま
す
。

※　

、　

月
は
、
ノ
リ
の
採
苗
育

１０

１１

　

苗
期
で
す
。

【
問
合
せ
】

　

有
明
海
漁
協
芦
刈
支
所

　

緯　

−

１
２
２
５

６６

　

農
林
水
産
課　

水
産
林
務
係

（
芦
刈
庁
舎
）

　

担
当　

中
島
・
池
田

　

緯　

−
８
８
２
０

６３

重
度
心
身
障
害
者（
児
）等

介
護
手
当
の
お
知
ら
せ

　

在
宅
の
重
度
心
身
障
害
者（
児
）

等
を
介
護
さ
れ
て
い
る
介
護
者
に

手
当
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

【
対
象
】

　
　

月
１
日
現
在
で
市
内
に
住
所

１０
が
あ
り
、
在
宅
で
過
去
１
年
間
介

護
保
険
又
は
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
な
か
っ
た　

歳
未
満
の
障

６５

害
者
（
児
）
等
を
介
護
、
又
は
養

育
し
て
い
る
方
。
障
害
者
（
児
）

等
と
同
居
し
、
生
活
を
維
持
し
て

い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
障
害
者
（
児
）
等
の
条
件
】

※
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

　

必
要
が
あ
り
ま
す
。

◎
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
又
は
２

級◎
療
育
手
帳
Ａ
判
定

◎
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
の
い
ず
れ
か
を
持
ち
、
日
常
生

活
で
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
方

【
手
当
額
】

　

月
額
５
、
０
０
０
円

基
準
日
以
前
１
年
以
内
に
亡
く

な
っ
た
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
高
齢
障
害
福
祉
課

　

障
害
福
祉
係
（
三
日
月
庁
舎
）

　

担
当　

山
口

　

緯　

−

８
８
２
０

７３
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男
女
共
同
参
画
コ
ー
ナ
ー　
　
 

「
さ
く
ら
プ
ラ
ン
」

～
男
女
が
と
も
に
認
め
あ
い
、
支

え
あ
い
、
希
望
あ
ふ
れ
る
小
城
市

を
め
ざ
し
て
～

小
城
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン　

紹
介
３

基
本
目
標
実
現
の
た
め
の
方
針

政
策
Ⅱ

互
い
に
支
え
あ
う
ま
ち
づ
く
り

　

生
涯
に
わ
た
る
心
と
体
の
健
康

維
持
、
人
権
に
対
す
る
理
解
、
家

庭
や
職
場
な
ど
に
あ
る
性
別
役
割

分
業
意
識
の
見
直
し
等
に
努
め
、

男
女
が
互
い
に
協
力
し
あ
い
な
が

ら
、
生
涯
を
通
じ
て
生
き
が
い
を

も
っ
て
様
々
な
活
動
へ
の
参
画
や
、

多
様
な
生
き
方
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

政
策
Ⅱ
を
実
現
す
る
た
め
に

①
子
育
て
支
援
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

②
多
様
な
形
態
の
家
庭
へ
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

③
あ
ら
ゆ
る
暴
力
の
根
絶
に
向
け

た
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

④
高
齢
者
等
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
条
件
を
整
備
し
ま
す
。

⑤
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
を

支
援
し
ま
す
。

⑥
男
性
に
と
っ
て
の
男
女
共
同
参

画
を
推
進
し
ま
す
。

⑦
団
塊
世
代
の
地
域
活
動
等
へ
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

⑧
男
女
共
同
参
画
の
視
点
で
の
安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

⑨
男
女
が
共
に
働
く
環
境
整
備
を

促
進
し
ま
す
。

⑩
家
族
経
営
的
な
職
業
に
お
け
る

男
女
共
同
参
画
の
確
立
を
促
し

ま
す
。

⑪
相
談
体
制
の
充
実
と
支
援
を
行

い
ま
す
。

推
進
の
た
め
の
指
標

※
そ
れ
ぞ
れ
の
数
値
を
増
や
し
ま

　

し
ょ
う

◎
子
育
て
支
援
す
る
制
度
･施
設

の
充
実
の
満
足
度　

％
（
現
状

１５

値
）　

◎
高
齢
者
福
祉
･介
護
サ
ー
ビ
ス

に
満
足
し
て
い
る
市
民
の
割
合

◎
固
定
的
性
別
役
割
分
業
意
識
の

反
対
率　

％
（
現
状
値
）

４８

◎
市
内
家
族
経
営
協
定
締
結
を
し

た
農
家
数　

件
（
現
状
値
）

４８

　

誰
も
が
多
様
な
生
き
方
の
選
択

が
で
き
、
職
場
・
家
庭
・
地
域
と

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
な
っ
て
い
れ
ば
い
い
で
す

ね
。

【
問
合
せ
】

　

企
画
課　

市
民
協
働
推
進
係

（
牛
津
庁
舎
）

　

担
当　

森
永
（
喜
）
･坂
田

　

緯　

−

８
８
０
３　

６３
小
城
市
幼
児
教
育
審
議 

会
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

市
教
育
委
員
会
で
は
平
成　

年
１８

度
に
「
小
城
市
幼
児
教
育
及
び
幼

稚
園
の
あ
り
方
に
関
す
る
庁
内
検

討
委
員
会
」
を
設
置
し
幼
児
教
育

及
び
市
立
幼
稚
園
の
管
理
運
営
に

関
す
る
中
・
長
期
的
な
指
針
を
作

成
す
る
た
め
検
討
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

　

そ
の
な
か
で
、
幼
児
教
育
は
義

務
教
育
へ
の
移
行
段
階
で
あ
り

「
学
び
の
連
続
性
」
を
踏
ま
え
た

「
就
学
前
教
育
」
を
提
供
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
方
向

性
を
だ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
福
祉
部
で
は　

年
度

１８

に
「
小
城
市
公
立
保
育
園
の
あ
り

方
に
関
す
る
庁
内
検
討
委
員
会
」

を
設
置
し
、
公
共
施
設
の
適
正
配

置
と
統
合
整
備
の
計
画
的
な
推
進
、

官
民
と
の
役
割
分
担
等
に
つ
い
て

検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。　
　

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
審
議
会

を
設
置
し
小
城
市
の
幼
児
教
育
並

び
に
保
育
園
及
び
幼
稚
園
の
運
営

の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
審
議
お

よ
び
答
申
を
い
た
だ
く
委
員
を
募

集
し
ま
す
。　

募
集
人
員　

２
人

応
募
資
格　

小
城
市
内
在
住
の
方

で
、
小
城
市
立
の
幼
稚
園
及
び
保

育
園
に
児
童
が
就
園
し
て
い
る
保

護
者

※
任
期
は
諮
問
に
係
る
審
議
会
の

答
申
が
終
了
す
る
ま
で

※
会
議
は
１
回
あ
た
り
２
時
間
程

度
で
、
年
間
３
回
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

報
酬
の
有
無　

有
（
１
回
あ
た
り
５
、１
０
０
円
）

募
集
期
間

　

月
５
日
（
金
）

１０

～　

月　

日
（
金
）

１０

２６

応
募
方
法　

次
の
事
項
を
官
製
は

が
き
又
は
任
意
の
用
紙
に
記
入
し

て
い
た
だ
き
、
郵
送
、
電
子
メ
ー

ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
持
参
し
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

【
記
入
事
項
】

①
住
所

②
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

③
生
年
月
日

④
電
話
番
号

⑤
性
別

⑥
子
ど
も
さ
ん
が
就
園
さ
れ
て
い

る
園
名

⑦
応
募
の
動
機
（
幼
児
教
育
に
対

す
る
意
見
等
）
２
０
０
字
以
内　

　
　
　
　

選
考
結
果　
　

月
上
旬
、
直
接
応

１１

募
者
に
通
知
し
ま
す
。

　

な
お
、
応
募
者
が
募
集
人
員
を

超
え
た
と
き
は
、
選
考
の
う
え
決

定
し
ま
す
。

【
応
募
・
問
合
せ
】

　

〒
８
４
５−

８
５
０
１

　

小
城
市
小
城
町
２
５
３
番
地　
２１

　

小
城
市
教
育
委
員
会

　

こ
ど
も
課　

担
当　

平
川　

　

☎　

−

８
８
２
１

７３

　

胃　

−

８
８
１
２

７３

E
-m
ai

　
 
  
  l  

kodom
o@
city.ogi.lg.j

　
     
  
             p  

有料広告募集中！
『市報おぎ』を使ってあなたのお店をＰＲしてみま
せんか？申込方法など詳細はお問合せください。
■掲載料　縦４．５㎝×横８．５㎝　　１０，０００円
　　　　　縦４．５㎝×横１７．５㎝　　２０，０００円
【問合せ】秘書広報課（牛津庁舎）
　担当　納富　緯６３－８８０１
　Email：hishokouhou@city.ogi.lg.jp
　HP：http://www.city.ogi.lg.jp
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乳
が
ん
撲
滅
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
０
７
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

近
年
、
増
加
・
若
年
化
の
傾
向

に
あ
る
乳
が
ん
の
早
期
発
見
の
た

め
に
有
効
と
さ
れ
て
い
る
、
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
（
乳
房
Ｘ
線
撮
影
）

検
診
普
及
の
た
め
、
講
演
会
等
が

小
城
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
く

の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

日
時　

平
成　

年　

月　

日（
土
）

１９

１０

２７

　
　
　
　

時
～　

時

１０

１５

場
所　

ド
ゥ
イ
ン
グ
三
日
月

緯　

−

１
６
１
６

７２

内
容

・　

時
～　

時　

女
優　

宮
崎
ま

１０

１１

す
み
さ
ん
の
講
演
「
が
ん
患
者

に
な
っ
て
は
じ
め
て
わ
か
っ
た

こ
と
、
命
に
つ
い
て
の
考
え
方

の
変
化
に
つ
い
て
」

・　

時
～　

時　

九
州
が
ん
セ
ン

１１

１２

タ
ー
片
岡
明
美
医
師
の
講
演

「
乳
が
ん
の
早
期
発
見
の
重
要

性
と
治
療
法
の
進
歩
や
そ
の
具

体
例
な
ど
」

・　

時　

分
～　

時　

無
料
マ
ン

１２

３０

１５

モ
グ
ラ
フ
ィ
検
診
（　

歳
以
上

４０

で
検
診
未
経
験
の
方　

人
程
）

２０

※
入
場
は
無
料
で
す
。

【
問
合
せ
】
佐
賀
県
健
康
増
進
課

　

緯　

−

７
０
７
４

２５

障
害
者
の
就
労
支
援 

資
源
物
の
収
集
を　
　
　
 

　
　
　
　

行
っ
て
い
ま
す

（
左
記
収
集
日
、
時
間
は
持
ち
込

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
）

【
収
集
日
】

◎
月
・
火
・
木
・
金
曜
日
の
み

《
祝
・
祭
日
、
８
月　

～　

日
及
び

１３

１６

　

月　

日
～
１
月
５
日
は
除
く
。
》

１２

２９

【
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
４
時

姶
逢

娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃

【
場
所
】
小
城
消
防
署
北
分
署
南

　

側
倉
庫
（
小
城
町
）

※
消
防
署
正
面
入
り
口
か
ら
は
搬

姶
逢

娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃

入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
消
防
署

姶
逢

娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃

西
側
道
路
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

姶
逢

娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃
娃

【
持
ち
込
め
る
資
源
物
】

◎
市
が
毎
週
水
曜
日
に
各
地
区
で

回
収
し
て
い
る
資
源
物
。

◎
ア
ル
ミ
缶
・
ス
チ
ー
ル
缶
。

◎
容
器
な
ど
は
、
水
洗
い
し
、
ラ

ベ
ル
な
ど
を
は
が
し
、
分
別
し
た

も
の
。

【
問
合
せ
】
高
齢
障
害
福
祉
課

　

障
害
福
祉
係
（
三
日
月
庁
舎
）

　

担
当　

山
口

　

緯　

−

８
８
２
０

７３

市長と語る会の開催
　市では、よりよい小城市を市民のみなさんと築くため、市内に在住、または勤務されているみなさんからのご
意見・ご要望など“生の声”を市長が直接お伺いする『市長と語る会』を今年も開催します。
　市政に対する率直なご意見や、ご提案をお待ちしていますので、ぜひ、ご参加ください！　

●「市長と語る会」日程表

　　　※どの会場にも参加できますので、ご都合の良い日、または会場をお選びください。

【問合せ】総務部　秘書広報課　秘書広報係（牛津庁舎）
担当　高島・副田　緯６３－８８０１　胃６３－８８０８　

場所校区時間日時

牛津町／セリオホール牛津町・牛津校区

１９：００～２１：００

平成１９年１０月１５日（月）

ＪＡ砥川支所牛津町・砥川校区平成１９年１０月１９日（金）

ドゥイング三日月三日月校区平成１９年１０月２２日（月）

小城公民館小城町・桜岡校区平成１９年１０月２６日（金）

小城町／岩松支館小城町・岩松校区平成１９年１０月２９日（月）

小城町／晴田支館小城町・晴田校区平成１９年１０月３１日（水）

小城町／三里支館小城町・三里校区平成１９年１１月５日（月）

芦刈改善センターホール芦刈校区平成１９年１１月７日（水）
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（単位：円、％）（８月入札分で予定価格が１，０００万円を超えるもの）

落札率予定価格
（うち消費税相当額）

落札決定額
（うち消費税相当額）落札業者指名業者等工事名等

９３．５２１２８，１００，０００
（６，１００，０００）

１１９，８０５，０００
（５，７０５，０００）岡本建設株株武富組・株政工務店・株下村建設・株大義建設

岡本建設株・株丸福建設小城支店・株中島工務店

芦刈特定環境保全公共下水道
事業
芦刈汚水幹線第2号管渠布設
工事

９５．３７１９，２６７，５００
（９１７，５００）

１８，３７５，０００
（８７５，０００）

株安川電機
九州支店

株日立製作所九州支社・三菱電気株九州支社
株九電工佐賀支店・株安川電機九州支店
株東芝九州支社・日新電機株九州支店

株明電舎九州支社

集団整備事業
牛津浄化センター電気設備工
事

９３．３６１４，３９５，５００
（６８５，５００）

１３，４４０，０００
（６４０，０００）株中島工務店株西九州道路・佐賀舗道株・多久舗道株・栄城舗道株

株修徳建設・佐賀ニチレキ株・株中島工務店
牛津公共下水道事業
舗装復旧第1号工事

９３．８５６８，２５０，０００
（３，２５０，０００）

６４，０５０，０００
（３，０５０，０００）

株エグチ・
ビルド

株武富組・株政工務店・株下村建設・株大義建設
株エグチ・ビルド・岡本建設株・西岡建設株

株中島工務店・株久保建設

牛津公共下水道事業
泉第1号管渠布設工事

９３．５０８４，０００，０００
（４，０００，０００）

７８，５４０，０００
（３，７４０，０００）

飯盛土木株
牛津町営業所

株武富組・株政工務店・株下村建設・株大義建設
飯盛土木株牛津町営業所・株エグチ・ビルド
岡本建設株・西岡建設株・株丸福建設小城支店

株中島工務店・株久保建設

牛津公共下水道事業
生立ヶ里第3号管渠布設工事

９３．８９１９９，５００，０００
（９，５００，０００）

１８７，３２０，０００
（８，９２０，０００）

岡本・大義
建設共同企業体

中島・西岡建設共同企業体、下村・丸福建設共同企業体
岡本・大義建設共同企業体
政工務店・久保建設共同企業体
武富・エグチ建設共同企業体

芦刈特定環境保全公共下水道
事業
芦刈浄化センター建設工事

９３．７５９２，４００，０００
（４，４００，０００）

８６，６２５，０００
（４，１２５，０００）株大義建設株武富組・株政工務店・株下村建設・株大義建設

岡本建設株・株丸福建設小城支店・株中島工務店

三日月特定環境保全公共下水
道事業
国道２０３号（樋口）管渠布設
工事

入 札 結 果 の 公 表

※入札結果については、市ホームページでも公表しています。   　公表担当：産業建設部 建設課 管理係　右近　緯６３－８８２５

　市では、子どもたちの歯の健康を守るために乳児期から様々なむし歯予防事業に取り組んでいます。
　今回、歯みがきの大切さや、歯質を強くするためのフッ化物洗口を小学校においても継続して取り組むこと
について、保護者の皆様をはじめ広く市民の皆様の理解を得るために講演会を開催します。
　多くの市民の皆様の参加をお待ちしておりますので、ぜひおいでください。

★対　象　者　小城市に居住する幼児及び児童・生徒の保護者又は一般市民
★演　　　題　「子どもたちの歯の健康をみんなで考えよう」～歯みがきとフッ化物洗口の役割について
★講　　　師　松永歯科医院　　平山祐佳子先生
★日時・場所　都合の良い期日にご参加ください。

※託児を希望される場合は開催日の３日前までに健康増進課（緯７３－８８２２）へご連絡ください。

　《主催》小城市　　　
　《後援》小城・多久歯科医師会
【問合せ】
　健康増進課　母子保健係（三日月庁舎）担当　北古賀　緯７３－８８２２

場　　所時　　　間期　日（曜日）
小城市生涯学習センター「ドゥイング三日月」１４：３０～１５：３０１０月１５日（月）
芦刈保健福祉センター「ひまわり」１９：００～２０：００１０月１９日（金）
小城保健福祉センター「桜楽館」　１３：３０～１４：３０１０月２０日（土）
牛津保健福祉センター「アイル」１０：３０～１１：３０１０月２１日（日）

子どもたちの の健康を守るための講演会
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第２０回牛津町綱引き大会
８月11日（土）、牛津中学校体育館において、第20回牛津町綱引き大会を開催しました。
男性の部１４チーム、女性の部７チームの参加がありました。
結果は以下のとおりです。

男性の部　　　　　　　　　女性の部
優勝　両新村　　　　　　　優勝　小城市役所 北の町から
２位　　谷　　　　　　　　２位　両新村
３位　小城市役所　　　　　３位　柿樋瀬

両新村

あそび（清水の滝）

小城市役所　北の町から
問合せ　牛津公民館係　担当　相川　☎63－8813

問合せ　牛津公民館係　担当　相川・高木　☎63－8813

見せた !!「力」、「技」、「チ
ームワーク」

見せた !!「力」、「技」、「チ
ームワーク」

津の里ミュージアム夏合宿津の里ミュージアム夏合宿
　８月25（土）、26日（日）に津の里ミュージアム夏合宿を欲張りコース、林間学校コース
の２つのコースで開催しました。

　欲張りコースは、アート、あそび、くらしの３つの
テーマを盛り込み、砥川小学校を会場に、参加者83人、
スタッフとして高校生22人、一般45人の総勢150人で活動
しました。
　１日目は清水の滝で遊び、夜は夏まつりを企画して、
自分たちで屋台を運営したり、盆踊りや花火をして夏の
夜を楽しみました。
　２日目は自然の草花を使って、ダンボールのキャンバ
スに自由に絵を描きました。
　　　　　　　　

　林間学校コースには、子ども８人と交換留学生５人、
高校生ボランティア６人が参加しました。１日目の石工
の里ウォーキングでは、途中で「道しるべ」のペンキ塗
りや石仏探しをしながら、ゴールを目指し、「お宝マッ
プ」を作り上げました。
　夕食はみんなで作ったカレー。その後、近所のご協力
でもらい湯を体験し、最後は恒例の「きもだめし」を楽
しみました。
　２日目は、早起きをして西光寺で座禅と読経体験。八
幡神社境内の清掃活動の後、石工体験として思い思いの
デザインをノミで彫り、手作りの石の表札をつくりました。

欲張りコース 林間学校コース

くらし（盆踊り）

くらし（屋台運営） アート（自然の素材で絵画）



　

９
月
７
日
、
市
長
が
市
内
の
１

０
０
歳
以
上
の
方
を
訪
問
し
、
記

念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

男
性
の
最
高
齢
者
は
牛
津
町
の

土
井
清
次
さ
ん
（
１
０
１
歳
）
、

女
性
は
小
城
町
の
佐
保
治
子
さ
ん

（
１
０
４
歳
）
で
す
。

　

お
体
に
気
を
つ
け
て
、
い
つ
ま

で
も
お
元
気
で
。

　

小
城
市
内
の 

　
　

１
０
０
歳
以
上
の
高
齢
者 

（
平
成　

年
９
月
１
日
現
在
） 

１９

　
　

人（
男
性
２
人
、女
性　

人
）

２３

２１

（
写
真
は
土
井
清
次
さ
ん
）

 

市
内
最
高
齢
者
を

表
敬
訪
問
し
ま
し

た

　

９
月
１
日
（
土
）
、
芦
刈
文
化

体
育
館
で
「
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
参
加
者　
９６

名
が
爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
町
内
の
保
育
園
、

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の
親

睦
を
深
め
よ
う
と
平
成　

年
か
ら

１１

毎
年
行
わ
れ
、
今
年
も
各
Ｐ
Ｔ
Ａ

の
保
護
者
チ
ー
ム
と
、
先
生
チ
ー

ム
の
８
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
熱
戦

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

暑
い
中
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

 

芦
刈
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

絡
協
議
会
ミ
ニ
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

８
月　

日
に
芦
刈
文
化
体
育
館

３０

に
お
い
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

女
子
日
本
リ
ー
グ
の
Ｗ
１
リ
ー
グ

で
活
躍
す
る
ト
ヨ
タ
紡
織
「
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
ラ
ビ
ッ
ツ
」
を
招
き
、

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク　

芦
刈
を
開
催
し
ま
し
た
。

IN

　

こ
れ
は
、
日
頃
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
選
手
の
試
合
や
プ
レ
ー
を
見
る

機
会
が
な
い
子
ど
も
達
に
、
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
技
術
を
肌
で
感
じ
て

も
ら
お
う
と
芦
刈
体
育
協
会
が
主

催
し
た
も
の
で
す
。

 

ト
ヨ
タ
紡
織「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ
ビ
ッ
ツ
」

の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開

催
し
ま
し
た　
!!

　

市
内
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

に
所
属
す
る
子
ど
も
達
約
１
０
０

人
が
参
加
し
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ

ビ
ッ
ツ
の
指
導
の
も
と
、
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
の
練
習
方
法
を
体
験
。
ま

た
試
合
で
は
、
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
ラ

ビ
ッ
ツ
の
選
手
に
、
怯
ま
ず
果
敢

に
挑
み
、
楽
し
く
バ
ス
ケ
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

・・・・

・
・
・
・
・
・
・

・
・・・・・・

・

・
・
・
・
・
・
・

・
・・

・・・・

・
・
・
・
・
・
・

・
・・・・・・

・

・
・
・
・
・
・
・

・
・・

・・・・

・
・
・
・
・
・
・

・
・・・・・・

・

・
・
・
・
・
・
・

・
・・

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ち
の
話
題

スクッピト

あんなこと

こ
んなこと

新新新発見ま
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天
山
祈
念
碑
祭

　

９
月　

日
、
天
山
山
頂
で
天

１９

山
祈
念
碑
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
城
市
、
佐
賀
市
、
多
久
市
、

唐
津
市
で
構
成
す
る
天
山
自
然

公
園
協
議
会
が
毎
年
こ
の
日
に

開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
各
市

の
市
長
、
議
会
、
隣
接
す
る
地

区
の
代
表
者
等
が
参
集
し
、
世

界
平
和
や
五
穀
豊
穣
、
天
山
周

辺
一
帯
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は　

度
を
超
え
る
暑

３０

さ
で
し
た
が
、
天
山
山
頂
で
は
、

ス
ス
キ
が
涼
し
い
風
に
吹
か
れ

て
秋
の
気
配
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

 

中
学
生
が
羊
羹
作

り
に
挑
戦

　

小
城
中
学
校
で
９
月　

日
、

１８

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
事
業
の
一
環
と

し
て
、
地
元
名
産
の
小
城
羊
羹

作
り
の
体
験
授
業
が
あ
り
ま
し

た
。

　

１
年
生
の
生
徒
た
ち
が
、
水

田
羊
羹
本
舗
社
長
の
水
田
泰
迪

さ
ん
か
ら
羊
羹
の
歴
史
な
ど
の

講
義
を
受
け
て
か
ら
、
羊
羹
作

り
に
挑
戦
。

　

寒
天
を
お
湯
に
溶
か
し
て
沸

騰
さ
せ
た
後
、
砂
糖
と
あ
ん
を

加
え
て
根
気
よ
く
練
り
上
げ
、

容
器
の
中
に
流
し
込
ん
で
一
晩

寝
か
せ
れ
ば
完
成
で
す
。

　

生
徒
た
ち
は
、
楽
し
く
ふ
る

さ
と
の
伝
統
産
業
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

 

小
城
公
園
で
合
戦

～
赤
胴
鈴
之
助
剣
道
大
会
～

　

９
月　

日
、
小
城
公
園
一
帯

２２

で
赤
胴
鈴
之
助
剣
道
大
会
が
市

内
約
１
５
０
人
の
少
年
剣
士
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
事
と
開
会
式
は
柳
生
新
陰

流
と
の
ゆ
か
り
が
深
い
岡
山
神

社
境
内
に
お
い
て
行
わ
れ
、
今

日
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝

統
の
形
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
あ
と
桜
岡
小
学
校
体
育

館
で
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
、

午
後
か
ら
は
小
城
公
園
に
お
い

て
、
子
ど
も
た
ち
が
紅
白
２
組

に
分
か
れ
て
「
合
戦
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

９
月　

日
、
小
城
町
江
里
山

２３

地
区
で
、
彼
岸
花
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

棚
田
の
畦
に
咲
く
彼
岸
花
と
、

黄
金
色
に
色
づ
き
始
め
た
稲
の

見
事
な
景
観
を
楽
し
み
に
た
く

さ
ん
の
人
が
訪
れ
る
中
、
鑑
賞

広
場
で
は
か
か
し
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
表
彰
式
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

江
里
山
地
区
は
、
農
村
景
観

百
選
・
日
本
の
棚
田
百
選
に
選

ば
れ
て
い
ま
す
。

 

江
里
山
で
彼
岸
花

ま
つ
り

　

９
月
６
日
、
佐
賀
県
石
油
商

業
組
合
及
び
同
小
城
支
部
か
ら
、

防
犯
ブ
ザ
ー
（
計
５
０
０
個
）

を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
地
域
に
お
け
る
社
会

的
弱
者
を
犯
罪
か
ら
守
る
た
め

に
展
開
し
て
い
る
「
か
け
こ
み

１
１
０
番
」
事
業
の
周
知
活
動

の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。

　

寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
防
犯

ブ
ザ
ー
は
市
内
の
小
・
中
学
校

に
お
い
て
有
意
義
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

 

寄
贈
あ
り
が
と
う

　

ご
ざ
い
ま
し
た



健康コーナー

18

小城市民病院院長 
　　　　佐藤　彬 

「便秘と食物」
　　　　　　について
「便秘と食物」
　　　　　　について

時間外受診の方へ
　急病等での時間外受診の場合は、必ず電話

で宿日直医師の診療科をお問合せください。
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水
分

　

先
月
号
で
も
紹
介
し
ま
し
た
が
、

ま
ず
は
十
分
な
水
分
を
摂
る
事
が

便
秘
予
防
の
第
一
歩
で
す
。

　

体
内
に
水
が
足
り
な
い
と
大
腸

は
必
死
に
水
分
を
吸
収
し
よ
う
と

便
か
ら
水
分
を
吸
い
上
げ
ま
す
。

そ
の
結
果
、
便
が
コ
チ
コ
チ
に
固

ま
っ
て
し
ま
い
出
に
く
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

朝
一
番
に
、
胃
に
冷
た
い
水
分

が
入
る
と
直
接
、
直
腸
に
刺
激
が

行
き
排
便
を
促
し
ま
す
。
ま
た
便

は
、
夜
寝
て
い
る
間
に
出
来
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
寝
る
前

の
水
分
も
脳
梗
塞
、
心
筋
梗
塞
の

予
防
と
共
に
便
秘
予
防
に
も
大
切

で
す
。

　

人
間
の
体
内
時
計
は
、
夜
の
間

に
便
を
作
り
、
朝
、
活
動
開
始
す

る
前
に
排
便
す
る
よ
う
に
大
昔
か

ら
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

食
物
繊
維

　

便
秘
予
防
の
食
物
は
、
食
物
繊

維
、
乳
酸
菌
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
の

３
つ
で
す
。

　

食
物
繊
維
は
、
食
べ
物
の
中
で

消
化
吸
収
さ
れ
な
い
物
を
言
い
ま

す
。
食
物
繊
維
は
便
の
核
に
な
り
、

善
玉
菌
を
増
や
す
の
で
便
秘
解
消

に
不
可
欠
で
す
。
ま
た
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
や
余
分
の
糖
分
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
、
発
ガ
ン
物
質
ま
で
吸
着

し
、
体
外
に
排
出
し
ま
す
の
で
現

代
人
に
大
切
な
成
分
で
す
が
、
１

日　

ｇ
必
要
な
の
に
、
半
分
し
か

２５
摂
取
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
緑
黄
色

野
菜
、
海
草
類
、
キ
ノ
コ
類
、
こ

ん
に
ゃ
く
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
。乳

酸
菌
製
剤

　

大
腸
の
中
に
は
善
玉
菌
が　

％
、

１５

悪
玉
菌
が
５
％
あ
り
、
残
り　

％
８０

が
日
和
見
菌
で
す
。
日
和
見
菌
は

善
玉
、
悪
玉
ど
ち
ら
か
優
勢
な
方

に
応
援
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
ど

ち
ら
か
に
傾
く
の
で
快
便
状
態
か
、

ひ
ど
い
便
秘
に
な
り
ま
す
。
食
物

繊
維
と
乳
酸
菌
で
善
玉
菌
優
位
の

環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
代
表
は

ヨ
ー
グ
ル
ト
で
す
。
ヨ
ー
グ
ル
ト

摂
取
の
こ
つ
は
、
乳
酸
菌
は
１
日

で
消
え
ま
す
の
で
、
毎
日
摂
る
事

で
す
。
目
安
は
１
０
０
ｇ
で
す
。

ま
た
便
は
主
に
夜
作
ら
れ
ま
す
の

で
夕
方
に
摂
る
と
理
想
的
で
す
。

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム

　

細
胞
内
に
多
い
、
現
代
人
に
不

足
し
て
い
る
ミ
ネ
ラ
ル
で
す
。
そ

の
働
き
は
、
各
種
の
酵
素
の
働
き

を
助
け
心
臓
、
血
管
、
神
経
、
骨
、

筋
肉
の
働
き
に
関
与
す
る
大
切
な

も
の
で
す
。
腸
の
中
で
は
便
に
水

分
を
含
ま
せ
て
い
ま
す
。
最
も
良

く
使
う
下
剤
に
酸
化
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
が
有
り
ま
す
が
、
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
を
含
ん
で
い
ま
す
。
ナ
ッ
ツ
類
、

海
草
類
、
大
豆
製
品
な
ど
に
多
く

含
ま
れ
ま
す
。
食
物
繊
維
と
一
緒

に
含
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
食

物
繊
維
や
ナ
ッ
ツ
類
を
摂
り
ま

し
ょ
う
。

便
秘
予
防
に 

　

お
勧
め
の
ベ
ス
ト
５

１
、
寒
天
：
食
物
繊
維
含
有
量
が

最
も
多
い
食
品
で
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
も
含
み
ロ
ー
カ
ロ
リ
ー
で
す

の
で
お
勧
め
で
す
。

２
、
納
豆
：
１
０
０
ｇ
あ
た
り
、

食
物
繊
維
を
６
・
７
ｇ
含
み
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
も
あ
り
ま
す
。

骨
粗
鬆
症
に
良
い
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
、

カ
ル
シ
ウ
ム
、
脳
梗
塞
、
心
筋

梗
塞
予
防
の
ナ
ッ
ト
ウ
キ
ナ
ー

ゼ
、
高
血
圧
に
良
い
カ
リ
ウ
ム
、

味
覚
障
害
に
良
い
亜
鉛
ま
で
含

む
現
代
人
に
最
も
お
勧
め
の
品

で
す
。

３
、
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
：
ア
メ
リ

カ
の
大
学
で　

種
類
の
果
物
の

２７

健
康
に
及
ぼ
す
効
果
を
調
べ
た

時
第
１
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

１
個
で
食
物
繊
維
２
・
５
ｇ
含

み
簡
単
に
食
べ
れ
ま
す
。
私
の

外
来
で
も
便
秘
の
人
に
、
１
日

１
個
、
２
週
間
食
べ
て
も
ら
っ

た
ら
、
半
数
の
人
が
便
秘
が
治

り
ま
し
た
。
ま
た
、
ガ
ン
予
防

に
良
い
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
と
Ｅ
を
同

時
に
含
ん
で
い
る
点
も
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

４
、
ひ
じ
き
：
ワ
カ
メ
、
昆
布
も

優
れ
も
の
で
す
が
、
ひ
じ
き
が

一
押
し
の
食
品
で
す
。
日
本
ひ

じ
き
協
会
と
い
う
団
体
ま
で

あ
っ
て
、
ひ
じ
き
を
日
本
人
の

健
康
に
役
立
て
よ
う
と
運
動
し

て
い
る
く
ら
い
で
す
。
食
物
繊

維
は
ご
ぼ
う
の
７
倍
、
カ
ル
シ

ウ
ム
は
牛
乳
の　

倍
、
鉄
は
レ

１２

バ
ー
の
６
倍
も
あ
り
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
も
た
っ
ぷ
り
入
っ
て
い
ま

す
。

５
、
乾
物
：
野
菜
、
海
草
の
乾
物

は
食
物
繊
維
が
凝
集
し
多
く
な

り
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
も
た
っ
ぷ

り
あ
り
ま
す
。
保
存
で
き
ま
す

の
で
毎
日
の
食
卓
に
少
し
ず
つ

出
し
て
く
だ
さ
い
。
切
り
干
し

大
根
、
干
し
椎
茸
、
か
ん
ぴ
ょ

う
、
大
豆
、
わ
か
め
、
昆
布
な

ど
で
す
。

　

前
号
で
便
秘
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
し
た
が
、
今
日
は
便
秘
予
防

の
食
べ
物
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

時間外受診の方へ
　急病等での時間外受診の場合は、必ず電話

で宿日直医師の診療科をお問合せください。

　専門外の疾病の場合は、診療できませんの

でご了承ください。　

小城市民病院　緯７３－２１６１
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訪問販売・電話勧誘販売・消費者契約などのトラブル

消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活相相相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談談談をををををををををををををををを受受受受受受受受受受受受受受受受付付付付付付付付付付付付付付付付けけけけけけけけけけけけけけけけてててててててててててててててていいいいいいいいいいいいいいいいまままままままままままままままま消費生活相談を受付けていますすすすすすすすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。。。。。。。
困ったときは早めにご相談ください。
消費生活専門相談員による相談を

毎週月・水・金曜日（10：00～16：00）
電話・面談にてお受けします。
相談専用電話　☎７２－５６６７

市民課（小城庁舎）消費生活相談係　担当　小柳・円城寺
緯７３－８８００　内線２１４５

困った時は早めに相談！！
まずは電話で相談してね！

 だまされない　ともちゃん

  相談事例
事例１　（８０歳代　女性）
　突然訪問してきた業者に戸締りの重要性を説明され、防犯システム
を勧められた。高齢者の一人暮らしなので多少興味があり、月々
４，５００円で１０年間の防犯システムのリース契約をした。また後日業者
が訪問してきて、リース契約よりお得なので変更しないかと言われ売
買契約に変更した。よく考えると４０万円と高額なので、解約したい。

事例２　（３０歳代　女性）
　「布団や毛布、カーペットなど何でも３枚１，０００円でクリーニング
します」と電話勧誘があり、来訪を承諾した。作業員が来訪し、持参
してきた掃除機で掃除（クリーニング）をしてもらった。その際のホ
コリやダニの死骸を見せられ「市販の掃除機ではダニは取れない。こ
の掃除機なら空気洗浄機能がついている」と勧められ契約した。冷静
になって考えると４０万円と高額だし、必要ないので解約したい。

「高額な防犯システムの訪問販

売」や「格安クリーニングを名

目にした掃除機の訪問販売」に

ご用心 !!

高齢者の一人暮ら
しには防犯システ
ムが安心ですよ。

今なら布団や毛布など
何でも 3 枚1,000円でク
リーニングしますよ。

何か買わされる
のかしら…

アドバイス
・防犯システムには、大音響や光などで威嚇して犯行の抑止効果を目的とする自主警備システムと、警備会社
が提供しているホームセキュリティシステムがあります。また、泥棒、火災、ガス漏れ、非常通報など用途
によっても様々な商品があります。
　何を一番に守りたいのかを十分に考えて、商品内容を十分に吟味しながら検討しましょう。
・「今なら布団やカーペット３枚を１，０００円でクリーニングできます」などと言って近づき、掃除機等を販売す
る手口です。お得な話には裏があると疑ってください。
　販売目的を隠しての勧誘は禁止されています。
■商品の使用方法や契約内容をしっかり確認しましょう！
■すぐに契約せずに、本当に必要なものか十分検討し、必要ない場合はきっぱり断りましょう！
■その場で契約を迫るような業者や、断っても何度も勧誘してくる業者は要注意！
■契約書面を受け取った日を含め、８日以内であれば、クーリングオフできます！
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「市長を囲む会」
開催のお知らせ

　小城女性団体連絡協議会では、
発足時から「町長を囲む会」
「市長を囲む会」を開催し、市
長と直接対話することで、市民
が市政について学び考える機会
を持ってきました。今年も下記
の日程で「市長を囲む会」を開
催します。どなたでも参加して
いただけます。皆さんのご参加
を待っています。
◆日時　１０月２１日（日）
　　　　１０：００～１２：００
◆場所　小城公民館
　　　　２階　教養室
◆内容　市政勉強会
　　　　「市長を囲む会」
　市政の近況と今後の展望など
を話していただきます。
　参加者からの質問時間も計画
しております。
◆問合せ
　緯72－6407（半田）

若者自立支援セミナー
セミナー①
「職業ふれあいセミナー」
～食品製造業～
講師　古賀　正弘　氏
（佐賀冷凍食品㈱　代表取締役）
日時　１０月１８日（木）
　　　１４：００～１６：００
セミナー②
「自分みがきセミナー」
～電話の応対で

感じの良さを伝える～
講師　白梅　英子　氏
　　　（ル・レープ　代表）
日時　１０月２５日（木）
　　　１４：００～１６：００
受講料　無料
定員　各３０名（申し込み順）
会場　雇用・能力開発機構　佐
賀センター（佐賀市兵庫町若
宮・ＪＲ伊賀屋駅前）
問合せ・申込み先
　佐賀センター　
　緯26－9498

若者フリースペース
　求人情報、職業訓練などの情
報収集、適性、業種（職種）に
関する相談など気軽に利用でき
る若者フリースペースです。月
～ 金（９：００～１７：００）佐 賀
センター２Ｆにて無料でご利用
いただけます。

普茶料理食事会
　江戸時代初期に中国から伝来
した黄檗宗（おうばくしゅう）
の精進料理が普茶料理です。
　民謡「華の会」による子供三
味線の演奏と一緒に食事会を開
催します。
■日時　１１月１８日（日）
　　　　１２：００～
■会場　小城公民館晴田支館
■申込み
　１１月１日（木）８：３０～
　申込み先窓口で受付
■会費　４，０００円（先着６０名）
【問合せ・申込み先】
　小城市観光協会
（小城市商工観光課内）
　担当　橋口
　小城市小城町２５３番地２１
　緯73－8813

退職金は国の制度で
～中退共制度について～
　中退共制度は、中小企業で働
く従業員のための外部積立型の
国の退職金制度です。
　掛金助成や税法上の優遇など、
有利な特典がいっぱいです。
　安全･確実な中退共制度をぜ
ひご利用ください。
問合せ先
（独）勤労者退職金共済機構中小
企業退職金共済事業本部　
緯03－3436－0151
（代表）

１０月は土地月間です
　一定面積以上（別表）の土地
について、売買等の取引をした
場合には、国土利用計画法によ
り、契約締結後２週間以内に、
買主が土地の利用目的及び取引
価格等を届け出なければなりま
せん。県では、その利用目的が
公表されている土地利用に関す
る計画に適合しているかなどを
審査し、場合によっては利用目
的の変更を勧告することがあり
ます。
　届出をしなかったり、偽りの
届出をすると罰則が科せられる
ことがあります。
《届出義務者》　買主
《届出の時期》
　契約締結後２週間以内
《届　出　先》
　小城市企画課企画振興係
《罰　　　則》
　６月以下の懲役又は１００万円
　以下の罰金
　詳しい手続きについては、佐
賀県県土づくり本部土地対策課
（緯25－7034）
または小城市企画課
（緯63－8803）
へお尋ねください。
別表

2,000㎡市街化区域

5,000㎡市街化区域以外の
都市計画区域

10,000㎡都市計画区域以外
の区域

ミニテニス参加者募集
　ミニテニスは大きなボールを
バドミントンコートでプレイす
るニュースポーツです。
日時　毎週火曜日　
　　　午前１０時～１２時
場所　小城体育センター
問合せ　高木　葉子
　　　　緯73－3806
　　　　佐伯由美子
　　　　緯73－3894
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Consultation
各　種　相　談

時　間場　所相談日相談名

９：３０～１１：３０
三日月町　ゆめりあ

毎週月曜日

健康相談
芦刈町　ひまわり

９：３０～１１：３０
小城町　桜楽館

毎週金曜日
牛津町　アイル

１４：００～１５：００小城町　桜楽館毎週金曜日医師による
健康相談

１３：３０～１５：３０

芦刈町　ひまわり毎　月
第１火曜日

行政相談
人権相談
心配ごと
相談

三日月農村環境
改善センター

毎　月
第２火曜日

小城町　桜楽館毎　月
第３火曜日

牛津公民館毎　月
第４火曜日

１０：００～１５：００小城町
桜楽館　相談室

毎　月
第３金曜日

身障者相談
９：００～１２：００三日月農村環境改善

センター　会議室
毎　月
第１月曜日

１０：００～１２：００牛津町
アイル　ボランティアルーム

毎　月
第３水曜日

９：００～１２：００芦刈町
ひまわり　相談室

毎　月
第３水曜日

１０：００～１６：００小城庁舎
消費生活相談室

毎　週
月・水・金曜日

消費生活
相　　談
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人のうごき 人のうごき 
平成１９年９月１日現在（前月比）

46,781人
22,164人
24,617人
14,581　

人　口 

男 

女 

世帯数 

（－48）

（－19）

（－29）

（－1）

住民基本台帳 
にもとづく 

パートタイム労働法が変わります
～平成２０年４月１日施行～

　労働人口が減少する中で、パートタイム労働
者が果たす役割の重要性が増大しています。こ
うした中、パートタイム労働者について通常の
労働者との均衡のとれた待遇の確保等を図るこ
とを通じて、その能力を一層発揮することがで
きるようパートタイム労働法が改正されること
になりました。
◆雇い入れの際は、労働条件を文書などで明確に！
　パートタイム労働者を雇い入れる際は、労
働条件（労働基準法で定める事項以外で、省
令で定めるもの）を文書の交付等により明示
すること。

◆パート労働者の待遇は働き方に応じて決定を！
　通常の労働者（正社員）と同視すべきパー
トタイム労働者に対し、賃金の決定、教育訓
練、福利厚生施設の利用、その他の待遇につ
いて、差別的取扱いをしてはならないこと。
また、その他のパートタイム労働者について
は、その職務の内容、能力等に応じて、通常
の労働者との均衡がとれた待遇を確保するこ
と。

◆パート労働者から正社員へ転換するチャンスを！
　パートタイム労働者に対し、通常の労働者
への転換を推進するため、一定の措置を講じ
ること。
（省令など詳細は今後制定される予定です）
問合せ　佐賀労働局雇用均等室
　　　　緯32－7218

職業訓練のご案内
（労務管理パソコン科）

　県では、あなたのキャリアアップを全力でサ
ポートしますので「就職に向けて頑張りたいと
いう方」是非ご応募ください。
対象者：母子家庭の母
定　員：１０人（催行定員５人）
○資格は表計算３級、ワープロ３級程度を目標
　に、労働保険、社会保険の制度も学べます。
○募集締切：１１月５日までにお近くのハロー 
　ワークに願書を提出してください。
日　　時：事前講習会
　　　　　平成１９年１２月３日から５日間
訓練期間：平成１９年１２月１１日から３か月
場　　所：佐賀市内（県庁周辺を予定）
参 加 費：無料（テキスト代は有料）
問合せ　佐賀県雇用労働課　緯25－7310

平成１９年度自衛官等募集案内
◆募集種目　　２等陸・海・空士（男子）
◆受験資格　　１８歳以上２７歳未満の男子
◆受付期間　　年間を通じて行っています
◆一次試験日　受付後に指定
　１１月５日（月）～１１月９日（金）１３：００～１４：００
　佐賀募集案内所にて説明会を行います。
◆問合せ　佐賀募集案内所　緯31－5002

天山地区共同塵芥処理場組合から
お知らせとお願い

　天山地区共同塵芥処理場の施設は竣工以来、２６
年を経過しており、本年１０月９日から１１月３０日
まで、大規模な焼却炉定期補修工事を実施しま
す。
　工事期間中焼却炉は１炉運転となり処分でき
るゴミの量が半分に制限されます。
皆様にはゴミ分別と減量に努められ、塵芥処理
場への持込み及びゴミ出しに、ご協力をお願い
します。
　なお、ゴミの定期収集は予定どおり実施します。
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小城市市民憲章 小城市市民憲章 
　小城市は、秀峰天山と有明の海、田園に恵まれ、伝統、文化、自然と調和

のとれた美しいまちです。 

　私たちは、小城市民であることに誇りと自覚と責任を持ち、平和を願い、

未来へ向かって前進するまちを築くため、この憲章を定めます。 

　一　豊かな自然を大切にし、環境にやさしいまちにします。 

　一　歴史と伝統を受け継ぎ、教養を高め、文化を創造するまちにします。 

　一　健やかな心と体をつくり、福祉の充実したまちにします。 

　一　働くことに喜びと誇りを持ち、活力あるまちにします。 

　一　思いやりの心を持ち、認め合い笑顔が輝くまちにします。 

（平成１９年４月１日制定） 

（
毎
月
５
日
、
２
０
日
発
行
） 

天山山頂からの眺め
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